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十
月
十
五
日
午
後
六
時
場
地
發
、
漁
場
へ
向
ふ
、
十
八
日
早
暁
漁
場
着
、
直
に
操
業
を
開
始
し
十
九
日
午
前
十
時
ま
で
に
投
網
僅
に
六
回
に
し
て
，

鰈
九
四
一
箱
、
鱈
一
六
箱
、
計
九
五
七
箱
を
漁
穫
し
歸
途
に
就
き
、
二
十
一
日
午
後
六
時
伏
木
港
へ
入
港
し
當
日
漁
渡
物
の
一
部
陸
揚
鹿
寓
し
、
以
後

二
十
二
日
、
二
十
三
日
の
二
日
間
に
亘
り
て
残
部
の
陸
揚
を
行
ひ
手
取
金
合
計
八
二
五
側
○
四
錨
を
得
た
り
。

出
津
人
港
、

第
七
航

十
月
六
日
午
前
九
時
、
場
地
發
漁
場
へ
直
航
す
、
八
日
午
後
二
時
漁
場
零
、
操
業
を
始
め
翌
九
日
午
後
九
時
ま
で
に
投
網
七
回
に
し
て
、
鱈
一
○
○

箱
、
錘
一
四
箱
、
鰈
丘
一
二
箱
，
其
他
二
五
二
箱
、
計
八
八
四
箱
を
減
渡
し
即
時
清
津
に
向
ひ
擬
航
す
。
十
日
午
後
二
時
清
津
請
、
腐
敗
の
虞
あ
る
甲

板
菰
の
雑
魚
一
四
二
箱
、
鱈
八
箱
、
鰈
一
山
を
陸
揚
し
手
取
金
六
五
岡
九
七
銭
を
收
得
し
、
同
日
午
後
十
時
前
地
發
歸
途
に
就
き
十
三
日
午
後
四
時
宇

出
津
人
港
、
魚
諭
種
の
漁
渡
物
を
陸
揚
げ
し
た
る
に
手
取
金
五
六
五
圓
六
一
銭
を
得
、
た
り
。

○
側
五
五
銭
な
り
、

第
六
航
海

二
十
九
日
未
明
漁
場
着
、
操
業
を
開
始
し
同
日
午
後
十
時
作
業
を
打
切
る
、
操
業
回
數
前
後
二
十
回
に
し
て
、
鱈
一
四
六
箱
、
鍵
六
六
箱
，
鰈
四
○

一
箱
、
其
他
二
一
八
箱
、
計
八
三
一
箱
を
漁
獲
せ
り
、
直
に
歸
途
に
就
き
三
十
一
日
午
後
囚
時
宇
州
津
入
港
、
漁
獲
物
の
陸
揚
を
行
ふ
。
手
取
金
四
六

Ｕ
側
五
五
銭
な
り
、
之
を
以
て
春
季
出
漁
を
終
る
。

同
一
九
日

同

海
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